
コンクリート露筋・欠損部充填用エポキシ樹脂モルタル（防錆材入り）

SK モルタル

JAIA-005500 F ☆☆☆☆／ JAIA-505849 4VOC 基準適合

SKモルタルは、コンクリート構造物の露筋・欠損部等を充填補修する高強度のエポキシ樹脂モルタル
です。

1. 補修前

5. 下地の清掃

9.SK モルタルの充填

3. 脆弱部の撤去

7.プライマー塗布（防錆材入り）

11.コテ仕上げ

2. 露筋・欠損確認

6.SK 錆止め剤塗布

10.DFメンテ液散布

4. 鉄筋部の錆除去

8.SK モルタル計量と撹拌

12.SK モルタルの養生

◦ ‌�SK モルタルにも防錆機能を付与しています。（プライマーも防錆材入りです。）
◦ ‌�軽量で、厚塗りができ、だれることなくコンクリート等の接着性に優れています。
◦ ‌�充填後、DFメンテ液を散布し、コテ仕上げする事で溶剤等を使用せずに平滑に表面仕上げする事がで

きます。

◦ コンクリート構造物の欠損や露筋部等の補修用充填材

SK モルタルの特長

SK モルタルの用途

 SK Mortar
JIS A 6024：2015 適合品（建築補修及び建築補強用エポキシ樹脂）

※工程 10 は、環境を配慮する場合に使用。欠損のみの場合は、4・6 の工程は必要ありません。
※露筋部に防錆材入りプライマーを使用する場合、 6 の工程を省く事も可能です。

※防錆材入り（特許出願中）

建築・土木用エポキシ樹脂モルタル（防錆材入り）



性状
項目 主剤 硬化剤

主成分 エポキシ樹脂・防錆材 アミン混合物

外観 灰白色パテ状 灰黒色パテ状

混 合 比 主剤：硬化剤＝ 2：1

可使時間 約 40 分（23℃：300g）

混合密度 0.75 ± 0.05g/㎤

※各数値は測定値であり、保証値ではありません。
※可使時間については、材料や使用条件等により、本資料と異なる結果を生ずることがあります。
※一度に混合する量は、可使時間内に使用できる範囲として下さい。

試験データ
JIS A 6024：2015（建築補修及び建築補強用エポキシ樹脂）のエポキシ樹脂モルタルの品質に基づく試験

試験項目 試験条件 試験結果 品質

だ　れ 標準条件 C
23 ± 2℃

形状に異常なし
だれが生じなかった。

形状に異常がなく
だれが生じない。

接着強さ  B法
 （MPa）

標準条件 D
23 ± 2℃ 3.3 1.0 以上

接着耐久性条件 1.9 1.0 以上

曲げ強さ A法
 （MPa）

標準条件 D
23 ± 2℃ 11.3 10.0 以上

圧縮強さ  B法 
（MPa）

標準条件 B
23 ± 2℃ 27.4 20.0 以上

※上記の測定値は、外部試験機関での試験結果です。

｜ SK モルタル

建築・土木用エポキシ樹脂モルタル（防錆材入り）

注意事項
1.　皮膚に付着した場合は直ちに清浄水で洗い落とし、湿疹や炎症の兆候が見受けられる場合は医師の診断を受けて下さい。
2.　詳細な注意事項が必要な場合は、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

材料使用温度との目安
0℃ 5℃ 10℃ 15℃ 20℃ 25℃ 30℃ 35℃

プライマー（防錆材入り）
エバーボンド EP―400 主剤3㎏ ＋ 硬化剤1㎏ ＝ 4㎏セット

エバーボンド EP―300

主剤2㎏ ＋ 硬化剤1㎏ ＝ 3㎏セットエバーボンド EP―200

エバーボンド EP―150

梱包容量
8ℓセット（6㎏セット）／ケース

主剤4㎏ ＋ 硬化剤2㎏ ＝ 6㎏セット

主剤＆硬化剤=テーパー缶

エバーボンド EP―400：300：200：150（防錆材入り）


